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母と子の豊かなコミュニケーションのために  
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（妊婦健診の様子）  

妊婦健診は、母の健康状況と児の発育状況の診断と異常の早期発見を目的に行い  

ますが、お母さんが安心して妊娠生活が送れるような支援を行います。  

赤ちゃんは、お腹にいるときから呼びかけには応えますので、人格を持つ人とし  

て話しかけることが大切です。お母さん、お父さんが妊娠中に日常的な声掛けを  

している場合は、生まれた後の声掛けに敏感に反応します。また、妊娠中からの  

声掛けは、生まれてからの赤ちゃんとのコミュニケーションもとりやすくします。  
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（赤ちゃんを覗き込むお付さん）  

お産後、お付さんの体が落ち着くと、ホちゃんを飽きることなく見詰める時期が   

あります。，この時矧のおけさんは、まるで巣篭もり現象のように、ホちゃんに没   

頭していたい気持ちになりますrJこのような状況を作りやすくするよう、周りの  

人達が肋けてあげると、赤ちゃんのお世話も楽しくなり、お母さんらしい気持ち  

を高めることにもなり圭す  

妊娠中歌っていた「わらべ款」等を歌うと、赤ちゃんは「ジー」とお付さんの顔  

を見つめます。  
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（ビデオの目的について、渡辺医師のコメント）  

生まれたばかりの赤ちやんは、すぐにお母さんに出会おうとしてr一・生懸命に働き  

かけ、楽しいやり取りを始めます。お母さんもひき込まれるように赤ちやんに惚  

れ込み夢中になって育児をします。これは日本古来からみられた自然な姿であり、  

赤ちゃんの心の土台作りとなっていました。しかし、現代は安心して赤ちゃんと  

ゆっくり触れ合う環境が失われてきています。赤ちゃんとお母さんの豊かな出会  

いをもう▲度見つめなおし、放り戻していただきたいと願っています。  
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（ホちゃんの抱きノノ）  

お腹の申から交流していても、′ホちゃんがなぜf、■工くのか分からないことがしばし  

ばあり圭す、、その様な時には、′ホちゃんを抱きしめてあげると′安心して泣きやみ  

ます√、赤ちゃんの気持ちにノ在り添い、安全で、抱く人〝）魚担も少ないホちゃんの  

抱きノノにはいろいろあり去すJ  

おけさんのお腹とホちゃん〝）お脱を合わせ、お付さんぴ）心臓の首を問いてもらえ  

る様な抱きノノをすろとホちゃん紅安心しお母さんとホナノやんの会ふ†幸）弾み去す「 

また、ホちゃんは、お腹のLfJではお付さんソ〕軌きと 一緒に折れていますので、揺  

らしてあげると安心します、抱／〕二は赤ちゃんと什）一体感が得〔）れる有▲効なコミ  

ュニケー シ‡Jン手段で車）あります  

－27－   



（授乳方法）  

授乳は、赤ちゃんの生活の中心になりますが、お母さんにとっても楽しい幸せな  

時間であって欲しいものです。それには、ちょっとした工夫で、授乳時間をリラ  

ックス時間にすることができます。  

お母さんと赤ちゃんのお腹を合わせ、赤ちゃんの耳と腰と足が一直線になるよう  

にすると、赤ちゃんの顔の前にお乳が来るので、赤ちゃんは自分でお乳を探し始  

めます。大きな口をあけたら、お母さん側に引き寄せると、自分からお乳を吸い  

始めます。座布団やクッションを使ってお母さんが楽な姿勢を保ったり、疲れた  

ときや夜などは、寝たまま飲ますこともできます。  

－28－   



（産科l矢と⊥て早一乙女医師のコメント）  

人間は、本来哺乳動物です。女什としてノj経をみたり、妊娠したりHl産したり授  

乳したりすることむ、一連の流れは女性にノiえられた特権のようなものです。赤  

ちゃんにおっぱいをあげることは、栄養だけでなく、愛情であり、つながりであ  

ったりし去す′）また、コミュニケーションをとる機会にもなりますが、お付さん  

にとっても人きなメリットとなりますし。特に妊娠叶－からの赤ちゃんとコミュニケ  

ーーションをL又lることは、生まれた後のコミュニケーションをスムーズにすること  

につながります′ 妊娠中から休の準備をし、女性として／J・えられた身体の仕組み  

を活かして「二†分らしい出産や授乳をし、7一どもとの生活を楽しんでいただきたい  
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